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新年明けましておめでとうございます。 

皆様それぞれに良い新年をお迎えになられたことと存じます。旧年中には、東日本大震

災、福島原発事故、政治の混迷、デフレ、円高、経済不況など、いろいろのことがありま

した。今年が皆様にとって、そして福岡学園にとって、平和で飛躍の年でありますように

と心から念じてやみません。 

本年は、本学が学校法人福岡学園として初めて迎える新年であり、学園・大学は創立 40

周年を迎えます。新しく開院した口腔医療センターが、全学協力のもとで、活動を活性化

する年であります。また、北村憲司学長が引き続き学長として、本学園の発展のために御

盡力いただくことになっています。新春を迎えるにあたり、これまでに築き上げた伝統と

実績を基に、想定外ということが無いよう慎重に事を進め、更なる飛躍を目指したいと思

います。全学を挙げて取り組む本年の重点項目を述べ、皆様の御盡力、御協力をお願いし

ます。 

（口腔医学の確立・育成） 

第一に、「口腔医学（口腔医療）」の理念を、文科省、厚労省をはじめ関係諸団体、大学、

社会等に理解・協力していただくよう努めるとともに、連携７大学との共同事業の推進に

努める。 

（優秀な学生の確保） 

第二に、入学定員の確保のため、オープンキャンパス参加者の倍増、高校訪問の効率化

等、学生募集活動を効果的に行う。特待生制度の拡充等、優秀な学生の経済的支援を拡充

する。 

（国家試験対策） 

第三に、教養ある歯科医師育成を目指し、歯科医師国家試験における新卒者合格率の上

位定着、共用試験全員合格を達成する。医療短大は、歯科衛生士国家試験、介護福祉士卒

業時共通試験について全員合格を達成する。 

（教育の質の向上） 

第四に、現行の講座制を再検討する。また「診療参加型臨床実習」の客観的評価基準、

助言教員学生指導マニュアルを早期に作成する。要介護者への口腔ケア教育充実のため専

門的・技術的教育を推進する。平成 25 年度の認証評価受審に向けて、自己点検評価報告

書・大学基礎資料等を作成する。 



（大学院教育および研究の質の向上） 

第五に、社会人大学院生を受け入れるためのカリキュラムを作成する。国内外の先端的

研究施設や国際交流協定校の研究者との研究シンポジウムを企画・実施する。科研費以外

の競争的資金等の外部資金獲得に努める。 

（安全で良質な医療の提供） 

第六に、医療機能評価受審の対応に万全を期する。医科歯科総合病院、口腔医療センタ

ーは、運営の効率化と財政健全化に資するため患者増に努め、診療部門別管理会計データ

等を整備・活用する。歯科と医科の連携を強化する。 

（地域の保健･福祉への貢献） 

第七に、介護老人保健施設と介護老人福祉施設は、地域の保健･福祉のモデル施設として

サービス等の充実に努めるとともに、デイケア・デイサービスの利用者拡大を図る。また、

教育、研究、研修の場として一層充実させる。 

（社会連携･国際連携） 

第八に、口腔医療センターの充実を全学の協力のもとに行い、関係諸団体、大学と連携

して、公開講座、歯科医師卒後研修プログラム、地域への出前講座等を拡充する。国際交

流協定校との学術交流、教員・学生の相互研修の促進および欧米大学等との交流協定締結

を促進する。 

（財務･人事） 

第九に、新病院建設や教育研究振興のため、基本金等の自己資金の確保に努めるととも

に、税額控除対象法人となるための寄付実績の確保に努める。人事考課の業績評価を期末

手当に活用するとともに、昇給号俸の適正化を図る等、教職員の処遇の適正化に努める。

短大運営の在り方について抜本的に検討する。 

（安全管理･法令遵守） 

最後に、第十として、福岡学園情報セキュリティポリシーおよびハラスメントの防止等

に関する法令・倫理を正しく理解し、社会から信頼･共感の得られる行動を実践する。快適・

安全で環境に配慮したキャンパス整備を図る。 

以上を今年の重点項目として、法人・教職員が一丸となって、「学生が意欲をもって勉学

し、同窓生が誇れる母校」を目指したいと思います。 

皆様ならびに学園にとって、今年が良い年でありますよう重ねて念じて、新年の挨拶と

いたします。 


